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「見 出 し」 の"文 法"
一 解読への手引きと諸問題
野 口 崇 子
キーワー ド
見出 し 予 測 述部省略 劇的現在
はじめに
見出しは本文の内容を予測するのに有力な手がかりとなる。特に,新 聞
の見出しは,「最 も的確 ・簡潔 に要約された記事」そのものであり,読 み
手は見出しから記事の内容を推測 し,読 むべ き記事 ・読みたい記事 を選択
する。見出しの役割は,こ のように大きい。だが,省 略の多い見出しの解
読は,日 本語学習者にとって必ず しも容易ではない。それにもかかわら
ず,日 本語教育の立場か ら,見 出しを総合的に考察し,本 文の内容の予測
に役立てようとする試みは,こ れまでなされていないようだ。
見出しの効果的な学習には,通 常の文法を超えた見出しの"文 法"が 必
要である。それは,解 読の手がかりとなるすべてのもの 日本語の見出
しの構成 ・形式(縦 書き ・横書き),特 徴(述 部省略 ・劇的現在の使用 ・
文語形の使用など),言 葉遊び ・文字遊びをも含むものである。
本稿では,そ れらの主な"文 法"を 整理 し,同 時に,学 習者が見出 し解
読の際に直面する諸問題について検討 したい。
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1解 読 へ の手 引 き









記事の重要性 を,お もにその大 きさによって示す働き
読者が記事を読む気になるように誘 う働き
の4つ が あ る と言 わ れ るエ〉。
この小 論 で は,主 に上 記 ② の 機能 に重 きが お か れ る政 治 面 ・経 済 面 の い
わ ゆ る 「客 観 見 出 し」2)と,② と共 に④ に も重 点 の あ る社 会 面 の 「主 観 見
出 し」3)の両 方 を資 料 と した 。 ここ に 引 用 した もの は,1990年 か ら2002年




で,一 概には言えないが,欧 米の新聞と比べると,日 本の新聞は一つの記
事につく見出しの数がかなり多い。この見出しの多さゆえに,日 本語の新
聞は内容予測が比較的容易である。また,縦 書 き ・横書きを組み合わせ ら
れる日本語の特色は,欧 米の新聞と比較して,見 出し解読の手がか りとな
る工夫が しやすいともいえる。
1)熊 田(1994)32頁
2)「 客観見出 し」 とは,記 事 の内容 を主観 を まじえず的確 に要約 した ものであ
る。 『あなたも編集者』194-195頁
3)「 主観見出 し」 とは,記 事 が客観的 な事実報 告であって も,見 出 し作成 者が
自分 の印象 を加味 し,主 観 的に作 る見出 しであ る。 「訴 え」や 「呼 びかけ」
を含 んだ見出 しのほか,読 者 と感動 を共にするために記事 の雰囲気や ムー ド
に訴 える見出 し,言 葉遊 びの見出 しな どが これ に含 まれ る。 『あ なた も編
集者』196-197頁
一95一
一 つ の記 事 につ く複 数 の見 出 し に は
,記 事 の話 題 や 主題 を示 す 見 出 しが
あ る。 こ れ は,一 連 の 縦 書 き の 見 出 しの 上 に横 書 きで書 か れ る場 合 が 多
い。縦 書 きが 基 本 の新 聞 で は,横 書 きの 方 が 目立 つ か らか も しれ ない 。 大
事件 が起 こ る と,「 ベ タ 白」 とい わ れ る,黒 一 色 の 背 景 に白抜 きの 文 字 を
入 れ た横 書 きの見 出 しが つ くこ とが 多 い 。
新 聞 の見 出 しの 構 成 の基 本 は,記 事 全 体 の最 も重 要 な点 を ま とめた 「主
見 出 し」 と,そ れ に補足 的情 報 を与 え る 「脇(そ で)見 出 し」 の2本 立 て
で あ る。 「主 見 出 し」 は主 題 を表 す こ とが 多 い。 「脇 見 出 し」 は,通 常,
「主見 出 し」 の左横 に,そ れ よ りや や 小 さい 字 で,上 か ら1-2字 分 下 げ
て印刷 され る。
新 聞 紙 面 の ほ と ん ど を 占 め る 報 道 記 事 に は,5WIHの6つ の 要 素
(when・ い つ,where・ ど こで,who・ だ れ が,why・ なぜ,what・ な に
を,how・ どの よ う に)が 含 ま れ て い る とい わ れ る。 しか し、実 際 の 見 出
しに これ らの 要素 のす べ てが 含 まれ て 喚 る わ けで は な い。 が,ま ず話 題 や
主題 を表 す見 出 しを見 つ け た上 で,大 きい 見 出 しか ら小 さい 見 出 しへ と進
む。 そ して,各 々 の見 出 しが5WIHの ど の 要 素 に当 た る 脅 を分 析 し,相
対 的 に独 立 した各 見 出 しに接 続 詞 な ど を補 い,そ れ らを論 旨が通 る よ うに
つ な ぎ合 わせ る と,大 まか な記 事 の内 容 が つ か め る よ うに な って い る 。
3.目 本語の見出しの特徴
日本語の見出しの特徴は,名 詞止め,助 詞止めによる述部省略の多 さで
ある。また,述 部が省略されることによって,テ ンスやムー ドが明示 され
ない。これも日本語見出しの特徴の一つであろう。






環境 庁 日本 海 側 な どに重 点
・米 軍 が 交 戦2人 を射 殺
(と もに93・7・26朝 日[東 京])
これ はの べ か た[陳 述 性]に 無 関 心 … … で あ る こ との あ ら わ れ だ ろ う。
もっ とい え ば,は な しこ とばの省 略形 が省 略 か ら きた とお もわ れ るの に対
して,か き こ とば の ばあ い はい ち どバ ラ した材料 をべ つ の短 句 くみ た て 文
法にしたがって再構成 したという感 じである」 と述べている4)。(下線 は
筆者による。)




にのみ,次 の文で省略が使用可能となる5)。 だが,見 出 しの解読はこの
原則に逆行 したプロセスをとる。つまり,読 者は 「短句 くみたて文法」6〉
にしたがって再構成された省略の多い見出しから,い わば"先 行文"と も




ここで,高 橋 の言 ってい る 「曲用」 は,「印欧語 にお け る名 詞や形 容詞 の屈
折」 とい う意味で はな く,「語の元 々の意味 を曲げて用 いる」 とい うことの よ
うだ。「曲用」 は定着す ると比 喩義 になる。
5)久 野(1982)121頁
6)高 橋(1993)は 「短句 くみたて文 法」 とい う語の定義 をしていない。ご く常
識的 に考 えて,読 者が,見 出 しで省略 された文の構成要素 を容易 に復元 で き
るように,記 事本文のキー ワー ドを組み立て るための文法 と理解 してい い よ





を1行 約8-10字 に定めている。理想的な字数は7字 とされる7)。この字
数制限のために,見 出しでは言語的あるいは非言語的要素から復元可能な
ことは,必 然的にすべて省略される8)。





・読点( ,)中 点(・)半 角の空白
・矢印(→)三 角印(▲)




4・1表 現 の工 夫 に よ る省 略
4・1・1助 詞 の省 略
見 出 しの 構 成 要 素 で あ る語 句 の 意味 ・位 置 な どか ら省 略 され た助 詞 を知
る こ とが 容 易 な場 合,「 が ・は ・を ・で ・と ・の 」 な どが 省 略 さ れ る。
「が」 「は」 と 「を」 の 省 略 は そ の代 表 的 な もの で あ る。
「が ・は」 の 省 略
① 読 点(,)で 代 用 す る。
(1)路 上 生 活者,襲 われ 死 亡(朝 日2002/1/26)
7)『 新編 新聞整理の研究』43頁 『あなた も編集者』192頁
8)久 野(1982)121頁
一98一
(2)被 害 女 性,警 察 に栢談(朝 日2000/8/14)
② 空 白(半 角 分)で 代 用す る。
(3)富 士 山 山 開 き(朝 日2000/7/1)
③ 主 語 と述 語 を直接 つ なげ る。
(4)五 輪 開幕 間近(朝 日2000/8/23)
(5〉 コ ンコル ド墜 落(朝 日2000/7/26)
「は」 「が 」 が 見 出 しに顕 在 して い る場 合 もあ るが,半 角 分 のス ペ ー ス
で す む読 点 や空 白で 主語 を表 すこ とが 多 い 。 同一 紙 面 に,同 じ構 造 の 見 出
しが 二 つ並 ば ない よ うに す る ため,主 語 を顕 在 させ た 見 出 し ・省 略 した見
出 し を組 み合 わせ て あ る 。
「を」 の省 略
空 白で 「を」 を代 用 す る。
(6)余 った社 宅 リサ イ クル(朝 日1998/3/4)
(7)「 負」 の部 分 ど う克服(朝 日2001/12/12)
「で」 の省 略
読 点 で,場 所 や原 因 を あ らわす 「で」 を代 用 す る 。
(8)朝 の 団地,母 子3人 焼 死(朝 日2002/1/26)
(9)道 路 冠水,車 立 ち往生(朝 日2000/9/12)
「と」 の省 略
中点(・)で,「 と」 を代 用 す る。
⑳ 少子 ・高 齢 化 急 ピ ッチ(日 経2002/1/26)
⑳ キ リ ン 自社 ブ ラ ン ド 豪 ・中 で生 産(日 経2002/2/11)
中点 は格 助 詞 「が」 の代 用 とはな ら な い こ とを 強 調 して お か な い と,「 田
中外 相 ・野 上次 官 を更迭 」(朝 日2002/1/30)の よ うな見 出 しを 「外 相 が 次
官 を更 迭 した」 と読 み 誤 る 学 生が い る。
「の」 の省 略
回 国会 同意 不 要 に(朝 日2002/2/7)
㈹ 小 泉 首 相 改 革 展 望 示せ ず(朝 日2002/2/7)
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4・1・2名 詞止 め に よ る省 略
名詞 止 め は読 者 に強 い 印象 を与 える た め の表 現 上 の 工夫 とい え よ う。 名
詞 の後 ろ に省 略 され る の は,助 動 詞 か(助 詞)+動 詞 で あ る。
4・1・2・1助 動 詞 ～ され る(受 身)の 省 略
(勾 小 学 生,死 体 で発 見(朝 日1997/5/24)
4・1・2・2動 詞 の省 略
① 「す る」 の省 略
変更 ・決 定 ・調査 な ど の漢 字2字 の名 詞 で,「 す る」 を伴 い動 詞 にな る
もの は 「す る」 が省 かれ る。 これ は,見 出 しに非 常 に多 い典 型 的 な省 略 の
型 で あ る。
㈲ 内 閣 支持(が)9%に 急 落(し た)(朝 日2002/2/4)
②(助 詞)+～ す る ・な る/他 の動 詞


















































































































































































⑱ 食糧(を)求 め(て,)子 供の列(が できた)
一 アフガン35万人のキャンプ(朝 日2002/2/7)
名詞止めは,① 倒置 ②連体(名 詞)修 飾の多用をうみだす。倒置構造
では,重 点のある語句が冒頭に置かれる。述語が見出しの初めに,目 的語
や主語が末尾にくる。
働 の ぞ い てみ よ う 万 華 鏡(朝 日2000/7/19)
⑳ 目指 せ ご来 光(朝 日2000/7/1)
⑳ 広 が る か ホ ー ム ス クー ル(日 経2000/8/12)
⑳ ど うす る?プ ル トニ ウム(朝 日2002/2/22)
⑳ や⑳ の よ うに倒 置 構 造 の 述 部 が疑 問 を示 す もの は,後 置 さ れ た主 語 ・目
的 語 の後 ろ に省 か れ て い る助 詞 は 「が 」・「を」 で な く,「 は」 で あ る 場 合
が 多 い 。 これ は,最 初 の読 者 であ る見 出 し作 成 者9)に とっ て の 関 心 事 は,
倒 置 され た述 部 にあ り,主 語 ・目的語 が,読 者 と見 出 し作 成 者 に共 通 の 既
知 情報 と して扱 われ て い る ため で あ ろ う。
4・1・3助 詞 止 め に よる省 略
末 尾 の助 詞 「に ・へ ・を ・も」 の 後 ろ に は動 詞 ・動 詞 句 が 省 か れ て い
る。 動 詞 は,先 行 す る名 詞 との 関係 を示 す助 詞 を規 定 す る 。 そ れ ゆ え,見
出 し末尾 の助 詞 を手 が か りに,動 詞 を復 元 す る こ とが 出 き る。
4・1・3・1「 に」
末 尾 の 助 詞 が 「に」 の場 合,多 くは 「す る ・な る」 が省 か れ て い る。
幽 遺伝 子 組 み換 え生 物 安全 確 認 義 務 に(日 経2002/2/11)
9)記 事 を取材 し書 く記者 と見 出 しをつ ける記者 は本 来別 人で ある。取材 を行
なった記事 や通信社か ら送 られて くる記事 は整理部 に集 め られるが,そ こで
新聞 に掲載 され る ものが選別 され,見 出 しがつ け られる。 整理部記者は最初
の読者であ り,読 者の代表 ともい える。熊 田(1994)33頁 参照。 また・ この
件 について は,朝 日新聞社広報部大村哲夫氏 を通 じて,整 理部か ら 「見出 し
作成は整理部記者 による」 旨,2002/2/23日 付 ファックスで回答 をもらった。
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下記㈱から㈲のように 「～を…に」という型で,末 尾 に,「に」が現れ
る場合は 「～しよう」 という呼びかけ ・訴えの意味を持つ。
幽 高齢者を戦力に(日 経2002/2/11)
図の本文は 「定年退職者 ら……の人材を活用 し,競 争力をつけようとす
る中堅中小企業が一…・増えている」 となっている。
「～を…に」型は論壇や社説の欄の表題に多い。
㈲ 自由貿易構想を日韓協力の核に(朝 日2000/7/29論 壇)
㈲[團 協調壼促す足場些(朝 日2000/7/30社 説)
4・1・3・2「 へ 」
「へ 」 の 後 ろ に は 「行 く ・来 る ・移 る ・飛 ぶ ・送 る ・向 か う」 な どの移
動 ・経 過 を表 す動 詞 が 省 略 され て い る。
吻 敬 宮 さ ま,東 宮御 所 へ(日 経2001/12/8)
圏 米 銀 チ ェー ス マ ンハ ッタ ン
JPモ ル ガ ン買 収へ(朝 日2000/9/13)
4・1・3・3「 を」
見 出 しの 末 尾 が 助 詞 「を」 で 終 わ る 場合 は,「 を」 を伴 う動 詞 に 「勧 誘
(呼 び か け)」 や 「希 望 」 ・「要 望 」,「当 然 」 ・「適 当」 を表 す 「～ よ う」















てい る,と 見 る ほ うが 適 切 で あ る 。
㈲ 大 学 再 生 へ 「考 え る教 育」 実 践 を
(朝 日1997/6/19)
β◎ 政 府 は志 を新 た に 出直 しを
(朝 日2000/6/28)
4・1・3・4「 も」
「も」 の後 ろ に は 「あ る」 「い る」 の 他 に 「あ
りう る」 「あ るか も しれ な い」 とい っ た 可 能 性 を
示 唆す る語句 が省 か れ て い る。
¢1)自 動 車 税 滞 納 一 掃 へ
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都 が 徴 税 軍 団100人
給 与 差 し押 さ え も(朝 日2000/2/24)
幽 小 渕 前 首 相 が 緊 急 入院
2日 未 明 脳 こうそ くの 疑 い も(朝 日2000/4/3)
4・1・3・5「 か」
見 出 しが 終助 詞 の 「か 」 で 終 わ って い る と きは,記 事 の 内容 が不 確 定 で
あ る こ とを示 す 。
幽 ポル ポ ト氏 死 去 か(朝 日1998/4/16)
図 三 宅 島 沖 で海 底 噴 火 か(朝 日2000/6/27)
助 詞 の 「へ 」 「も」 「か」 で終 わ る見 出 しは,記 者 用 語 で 「へ ・も ・か 見
出 し」 とい わ れ る。 記 事 の 内容 は,ほ ぼ 正 確 で は あ る が,正 式 決 定 で な
か った り,事 実 か ど うか の裏 づ け が とれず,推 測 ・推 量 の 域 を出 て い な い
とき使 わ れ る。
4・1・4略 語 ・略 称
「ス ト」 「国連 」 の よ うにす っか り定 着 した 略語 ・略称 に加 え,「 ゼ ネ コ
ン」 「産 廃 」(産 業 廃 棄 物)「NGO」(非 政 府 組 織)な どの 新 しい 略 語 が 時
代 の要 請 に従 っ て次 々 に生 ま れる。 見 出 しに は,初 出で も略 語,略 称 で 表
示 され るが,本 文 で正 式 の言 い方,名 称 が表 記 され るユo)。
外 国名 の 略 語 は米(ア メ リ カ)・ 英(イ ギ リス)・ 仏(フ ラ ン ス)・ 独
(ド イ ツ)・ 伊(イ タ リ ア)・ 西(ス ペ イ ン)・ 豪(オ ー ス トラ リ ア)・ 中
(中国)・ 韓(韓 国)・ ロ(ロ シア)な どで あ る 。 ロ大 統 領,仏 大 統 領 とい
う形 で使 われ る こ と も多 い 。
日本 と他 国 との 二 国 間 の 関係 を表 す とき は 日 中,日 韓,日 米 の よう に 日
本 が 先 に くる。
10)菅 野(1993)36頁 参 照
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4・2記 号 に よる省 略
4・2・1読 点 ・半 角 の空 白 ・中点
読 点 ・空 白 ・中点 は,そ の位 置 に,助 詞(は ・が ・を ・で,な ど)や 接
続 助 詞(～(し)て)が 省 か れ て い る こ と を示 唆 す る 。 中点 は 「と」 の ほ
か に,コ ラム 名 とそ の 表 題 な ど,語 と語 の 区切 りをつ け る 時 に も使 わ れ
る。
飼 検 証 ・復 興 へ の道(朝 日2002/2/11)
4・2・2r?」r～ か も?」r～ か な?」r!」r!?」
疑 問 符(?)は 終 助 詞 「～か 」 の代 用 で あ る。 「?」 は くだ けた 内 容 の
見 出 しに使 われ,社 会面 や家 庭 面 に多 い 。硬 い内 容 の 記 事 には 「か」 の 方
が好 まれ る。 だ が,半 角 分 のス ペ ー ス しか取 ら ない 「?」 は多 用 さ れ る傾
向 にあ り,最 近 は政 治 ・経 済 面 に も よ く見 られ る。
見 出 しが 疑 問 符,ま た は 「か 」 で 終 わ っ てい る と き は記 事 の 内容 は不 確
定 であ る。
また,「?」 が 主 語 を表す 「は」 の 後 ろ につ く時 は 「どうで す か」 「何 で
すか」 な ど を代 用 してい る。
岡 あ な た の家 の使 い勝 手 は?(朝 日2002/2/7家 庭 欄)
團 日本 外 交 の軸 は?(朝 日2002/2/16)
「?」 と同様,疑 問 を表 す 「～の 」 「～ か な?」,可 能 性 を示 唆 す る 「か
も?」 の よ うに,話 し言葉 調 で終 わ る もの は,家 庭 欄 や 子 供 向 け の ぺ 一 ジ
に多 い 。 「～ の」・「～ か な?」 は 「～(の)だ ろ うか 」,「～ か も?」 は
「～(か も)し れ ない」 が省 か れ て い る 。 下記 ⑤雛 鋤の よ う に,記 者 の個 人
的 な意 見 ・感 情 な どが加 味 され た主 観 的 ・話 し言 葉 的 な見 出 しは,読 者 と
して想 定 され る 女 性 ・子 供 の言 語 の位 相 に あ わせ る こ と に よ り,読 者 に語
りか け,記 事 内 容 へ の 「引 き込 み」 効 果 を一 層 高 め て い るu)。
11)牧 野(1993:45-49)は,省 略には読者 を引 き込む表現効果 があることを指摘
してい る。牧野 によると,視 点の統一 による主語 の省 略,接 続 詞の省 略は引
き込みの表現効果 をあ げる。
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感 嘆 符(!)は,驚 きや 感 動 をあ ら わ す。 「!?」 は疑 問 の度 合 い が 非
常に高い時に使われる。
園 なぜつくるの 吉野川可動堰 (朝 日2000/7/20)




(朝 日20QO/7/31・ 子 供 の ペ ー ジ)
4・2・3カ ギ 「 」 とヒゲ""
カギ と ヒゲ を どの よう に使 い 分 け るか の明 確 なル ー ル は な いユ2〉。 カギ は
① 直 接 引 用 文 を示 す② カギ 内 の語 を 目立 た せ,読 者 の注 意 を喚 起 す る,役
割 を担 う。
㈹.璽
牧野が 問題 としている省略は,小 説 に見 られる もので,見 出 しの省略 とは全
く次元 が異な るともいい うるが,本 稿 の筆者 は,話 し言葉 の 「主観見出 し」
における省略 にも同様 の効果が認め られる と考 えてい る。
省 略は,元 来,書 き手(ま たは話 し手)が 自分 の省略 した部分 は読 み手(ま
たは聞 き手)に 理解 して もらえる とい う前提の上でお こなわれる。言 い換 え
る と,省 略 は,書 き手の側 のや や一方 的 な読 み手 との一体感 によ り成立 す
る。 この一体感が,書 き手側の思い込み に過 ぎなか った場合,読 み手 は省 略
部分 を正 し く復元 で きない。堀 口(1990)「 対話 におけ る省 略の復元の ス ト
ラ トジー」参照
記事本文の客観 的な要約 で しか ない 「客観見 出 し」 には読者 と見 出 し作 成者
の間 に距離 がある。一方,例 文(39)の ように読み手 の言語 の位 相 にあわせ
た話 し言葉 の 「主観見 出 し」は,書 き手が読 み手 との一体 感 を強め,同 一視
点 に立 ってつ けた見出 しだ とい える。特 に,「問 いかけ」 になっている見 出
しは,そ れ に対す る 「答 え」が省 略 され た もの とみ る ことが出来 る。 読者
は,そ の 「答 え」 を求 めて本文 を読 もう とす る。読 者の言語の位相 に合 わせ
た 「問いか け」の見出 しは特 に 「引 き込 み」効果が強い といえるだろう。
12)明 確 な使 い分けのルールは ない ものの,引 用 符 を二重 ・三重 にっ けると きは
「 」,『 』,""の 順が通例 であ る。朝 日新 聞社 に確 認 上記9)
参照
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漁師 「残した船が心配」[引 用](朝 日2000/3/30)




鯛 「今年こそ売上増に」[引 用 二主題]
「中元離れ」続く百貨店業界[強 調:話 題]
(日経2000/7/1)
㈲は記事 の話題,「 中元離れ」がカギで強調 され,引 用符のついた中元
コーナー担当者の言葉が,そ のまま主題になっている。
幽 体育祭打ち上げで酒 ・たばこ
444人 「自主申告」で処分[強 調:話 題]
大阪の高校(朝 日2000/6/27)
幽の記事は体育祭の打ち上げで飲酒 ・喫煙 した学生を学校側が自主申告
させて処分 したことをめ ぐり,教 育評論家が 「教師の指導力 を問題にせ
ず,自 主申告だけに沿った処分は望ましくない」 と反発 していることを報
道するものである。カギは両者の争点となっている[自 主申告]に 読者の
注意を向ける手段である。
流行語 ・造語にも読者の注意を引 くために,カ ギがつけられる。
⑬ 「聖域なき構造改革」も 「郵政民営化」 も[強 調 ・流行語]
「小泉語」消えた施政方針[強 調 ・造語]
(朝日2002/2/4)
ヒゲ""は,本 来英語の引用符であ り,英 語などをアルファベ ット
で表記し横書 きにするときに使われていた。それが日本語の文に取 り入れ
られたが,縦 書きを基本 とする新聞では落ち着 きが悪 くあまり使われてい
ないエ3)。引用を示すために使われることはほとんどな く,ヒ ゲ内の語の意
13)朝 日新聞社に確認 上記9)参 照
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味が 辞 書 の字 義 どお りで な く,比 喩 な ど含 み の あ る と き に使 用 され る 。
㈹ 大 蔵腐 敗 根 深 い"風 土病"[比 喩]
(朝 日1998/3/6横 書 き)
㈲"絶 頂"か ら``な ら く"へ[比 喩](朝 日2000/7/7横 書 き)
㈲ は,伝 統 ブ ラ ン ドにあ ぐ らをかい て い た 雪 印 乳 業 が,食 中毒 を引 き起 こ
した こ とで"墜 ち た"と い う内 容の記 事 の見 出 しで あ る 。
⑯ 商 店 主 の 高 齢 者 支援
気 安 さ と信 頼乗 せ"発 車"[含 み]
(日 経2000/7/30縦 書 き)
㈲ は,武 蔵 野 市 で タ ク シー の拾 い に くい 地 域 の商 店 主 た ちが,高 齢 者 の
移 動 支 援 に ボ ラ ン テ ィア 運転 手 を募 っ た と言 う記 事 の見 出 しで あ る 。"発
車"の ヒゲ には,こ の ボ ラ ンテ ィア活 動 が 動 き出 した とい うニ ュ ア ンス も
こめ て あ る 。
引 用 以 外 に使 わ れ た カギ や ヒゲ は,「 こ の 語 に注 意 して くだ さい」 とか
「辞 書 以 外 の 意味 で使 っ てい ます よ」 とい う説 明 を省 略 し,そ れ を代 用 し
た もの で あ る。
4・2・4→(矢 印)と ▲ ・▼(三 角印)





転職 → 株で失敗 → 家族 と別離 → 故郷失 う
(朝日2000/4/5)




イ ラ ンで 離 婚急 増
生 活 困 窮 → 妻 も仕 事 → 立 場 強 ま る
(朝 日1998/4/18)
矢 印 は 「そ れ か ら」 また は 「～た 結 果」 とい う接 続 語 の代 用 と して使 わ
れて い る。
三 角 印 は 「話 者」 の意 見 ・主 張 を示 す。
㈲ 金 融 当局 ・民 間 に なお ミゾ
賀 来 氏 ▲ ▼ 及 能氏
銀 行,独 自の 経 営 理 念持 て(日 経2000/7/30)
上 記 は,経 済論 壇 の コ ラ ムで,筆 者 が引 用 して い る経 済 学 者 の 意見 ・主
張 を▲ ▼ が 示 す もの で あ る。 「金 融 当 局 ・民 間 に なお ミゾ」 とい う意 見 は
賀来 氏 に よ る。 「溝」 を片 仮 名 書 きに して あ るの は 読 者 の注 意 を惹 きつ け
るた め で あ ろ う。SundayNikkei「 経 済 論 壇 か ら」 で は,長 年 こ の三 角 印
が使 わ れ てい る。(日 経2000/8/27,2002/2/24な ど)
6◎ 「植 物 油使 用 伝 統 と違 う」
▼ 日本 欧州 ▲
「風 土 に合 っ た製 法 ・風 味 」(朝 日2000/2/ll)
上 記 の ▼ ▲ は,チ ョコ レー トの 製 造 方 法 につ い て の 日本 と欧州 の メー
カー の主 張 を示 す もの で あ る。
▲ ▼ は 「(主語)は … … とい っ て い る」 の代 用 で あ る。
n解 読の諸問題
見出しには,述 部の省略,そ れに伴 う時制(テ ンス)・ 陳述性(ム ー
ド)の 欠如など,見 出し自体の問題 も多い。これらは,「見出しの文法」
の知識を活用することで,あ る程度解決できる。カギやヒゲのように見出
し作成者の 「あえて言葉にしない思い」は,本 文を読めば,そ の含意がわ
かる。だが,一 般の文理解においてもそうであるように,表 面に現れた文
字記号を語彙 ・文法面から分析 し解釈 しても,そ れだけでは真の意味内容
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の把握に至 らないことが多い。真の理解には,言 語的知識 に加え,情 報,
一般常識や背景となる社会的 ・文化的知識などの非言語的知識 も必要とさ
れる。
新聞の報道記事は,本 来,時 間的制約が大 きい,社 会性の強いものであ
る。記事の時問的 ・社会的背景がわからなければ,見 出 しも理解で きな
い。また,学 習者の持つ文化的 ・社会的背景が,日 本人と非常に異なる場
合は,自 らの読解スキーマーを活性化させても,有 効に働かない。見出 し
の 「言葉遊び」などはこのような例の一つで,本 文を読んでも,学 習者は
「遊び」に気づかず,深 い読みに至 らないことがある。見出 し解読には,
学習者の日本語能力 とは,あ まり関係のない問題 も多い。
以下,学 習者が直面する見出し解読の際の様々な問題を考察 してみる。



















































































































































































































































一本の見出しに,「が」や 「を」 または 「～する」などを復元すること
は日本語学習者にとっても,そ れほどむずかしいことではない。だが,下







㈹は,事 件発生後3日 目の記事であるが,テ レビ ・新聞を通 して,す でに
この事件について情報を持っている学習者は,比 較的容易に語句の相互関
係がつかめる。 しか し,上 記の見出しから初めてこの事件を知る者には,
手がか りはあるものの,先 行する事実関係の把握がむずかしい。このよう
な見出しの解読には常識を働かせ,つ まり,ス キーマーを活性化 させ,見
出しの形式(縦?横?)・ 大 きさにも注意 し,誰 の視点から(路 上生活


















た」である。記事本文にある 「押 し寄せる」 という動詞は出てこない。






6⇒ 目に余る日本の 「英語病」(朝 日1996/12/27)
働 悩む子供用 シー ト義務化(朝 日1997/6/6)




が3人 称である場合,完 全文は 「～ている」の形にしない とすわりが悪
い。だが,こ れらの動詞が修飾句となるときは,基 本形がそのまま使われ
る。
駒 悩む子供たち → 子供たちは悩んでいる
6⑤ 喜ぶ選抜出場者 → 選抜出場者は喜んでいる
勧 苦しむオウム被害者 → オウム被害者は苦 しんでいる
上記6茄⑤6りのような見出 しから,中 級程度の学習者に普通の文を作 らせ
ると,た いてい 「子供たちは悩む」 というような文になる。
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5・3テ ンス ・ム ー ド
見 出 し をそ の述 部 の 形 態 か ら分 類 す る と,次 の よ うに な る。
① 完 全 文 …… 動 詞 終 止形 の述 部 を もつ もの
6$ア ル カ イ ダ に投 降迫 る(朝 日2001/12/12)
② 不 完全 文 … …名 詞 止 め 述部 と助 詞 止 め 述部
㈲ 雅 子 さま愛 子 さ ま ご退 院(日 経2001/12/8)
㈹ 敬 宮 さま,東 宮御 所 へ(日 経2001/!2/8)
日本 語 に比 べ る と,英 語 ・ドイ ツ語 な どは完 全 文 の 見 出 しが 多 い14)。 その
ため,テ ンス ・ム ー ドが比 較 的 明 白で あ る15〉。 一 方,不 完 全 文 の 多 い 日本
14)2000/9/1か ら9/5ま で のFrankfurterAllgemeineZeitungとTheNewYork
T血esの1面 の見 出 しの完 全 文 と不 完 全 文 の 割 合 は前 者 が10:4,後 者 が17:
13で あ る。 日本 語 の新 聞 の1面 で は完 全文1～2に 対 し不 完全 文10～11で あ
る。
15)下 記 の 例 が 示 す よ う に,英 語 や ドイ ツ 語 の 見 出 し に は,テ ン ス ・ア ス ペ ク











混 乱 は ます ます ひ ど くな るだ ろ う
⑦KohlwillnichtnachDresdenkom皿en(FrankfurterAllgemeineZeitung
2000/8/15)
コー ル首 相 は ドレス デ ンに行 くつ も りは な い
(コ ー ル 首 相 が,ド レス デ ンで 行 な わ れ る東 西 統 一10周 年 記 念 の公 式 行事
参 加 を拒 否 した こ と を伝 え る記 事)上 記 の ①一 ⑦ を 日本 語 の 見 出 しに 直 す
とテ ンス ・ア スペ ク ト ・ム ー ドは失 わ れ て しま う。 ま た,① ③ ⑤ は 一本 の 見
出 しで ま とめ に く く,複 数 の見 出 しに な る だ ろ う。 た とえ ば,③ は主 見 出 し
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語の見出しは,そ れがあいまいである16)。本文の予測文を書かせると,全
部過去形で書 く者,逆 に,全 部現在形で書 く者,過 去形と現在形を混ぜて
書 く者があ り,ど の時制を使 うべきか迷 っていることが読み取れる。
5・3・1テ ンスー 名 詞止 め
名 詞 止 め の テ ンス は わ か り に くい 。 日刊 紙 の 場 合,朝 刊 は 「きの う」,
夕刊 は 「け さ」 の ニ ュー ス を載 せ る のが 原 則 な の で,過 去 の時 間 を表 す 語
句 が見 出 しに な くと も 「過 去 」 と判 断 して ほ ぼ 問違 い ない 。 しか し,見 出
しの文 法 に従 い,見 出 しの名 詞 止 め の テ ンス を過 去 に置 くと,記 事 本 文 の
反復 箇 所 の テ ンス と一 致 しない場 合 もまれ にあ る。
東 西 ドイ ツの 統 一 の際 に,「 朝 日」 「読 売 」 「毎 日」 の各 紙 は全 く同 じ見
出 しをつ け た。
㈹ 統 一 ドイツ誕 生(朝 日 ・読 売 ・毎 日1990/10/3)
見 出 しの 文 法 で は,「 誕 生 」 は,通 常 「誕 生 した」 と過 去 形 を意 味す る 。
だが,3紙 の う ち 「朝 日」 「読 売」 の記 事 本 文 は 「41年 にわ た る分 断 の歴
史 に終 止 符 を打 つ」 とい う趣 旨で,「 誕 生 す る」 こ と を告 げ る もので あ り,
「毎 日」 は 「統 一 した」,つ ま り 「誕 生 した」 こ と を告 げ る もの で あ っ
た。 こ の差 は,「 朝 日」 「読 売 」 の記 事 は3日 の朝 刊 で,「 毎 日」 の記 事 は
夕刊 で あ った こ とか ら生 じた。 読者 が 前2紙 の朝 刊 を手 にす る時 点で は,
わ ず か の 時差 で,統 一 ドイ ツの 誕生 は未 完 了 で あ る恐 れ が あ り,そ れ ゆ え
として(3)看 板 教授,プ リンス トン大へ 脇見 出 しは,ハ ーバー ド大 「黒
人研 究」 の権威 とで もなろうか。一本の見 出 しとして まとま りそ うな②④
⑥⑦ は,そ れぞれ次 のような見出 しになるだ ろう。
(2)(老)夫 婦,出 火前 に死亡
(4)金 利 年末前 に再上昇も
(6)混 乱 ます ます増大
(7〉 コール首相,ド レスデン行 拒否




同じ 「誕生」の語が使われている下記画の見出しは,誕 生した/し てい
る/す る,と3つ の解釈が可能である。
勧 縄文博物館 各地に誕生(日 経2000/8/12)
画は,本 文を読まない限 り、「～た/し ている/す る」のどれが意図され





















































































































































































































































































































































































































































團 米国は13日,弾 道弾迎撃 ミサイル(ABM)制 限条約から一方
的に脱退することをロシア政府などに通告した。ブッシュ大統
領が同日,発 表 した。…… 「力の均衡による平和維持」 という
世界の安全保障の枠組みを米国が単独で変えかねない決定で,
中国や欧州など各国が懸念を強めるのは確実だ。[前 文]










㈹ 東芝 ・三菱電,統 合へ
来春にも新会社(朝 日2001/12/19)
翻 千代田区 職員定数300人 削減へ
来年度から5年 間で(朝 日2002/1/22)

































































































































「へ」で終わる見出 しが 「過去」の出来事の報道の場合もあるが,ま れ
である。
5・3・3テ ンスー劇的現在:「 過去」を表す動詞の 「現在形」
見出しには,臨 場感を高め,読 者を記事の内容に引き込むために,す で
に過去 となった出来事を報道するのに現在形を使う場合がある。選挙の速
報,ス ポーツ関連の記事,台 風 ・地震などの自然災害を報道する見出しに
この現在形の使用がよく見 られるエ8〉。
17)『 新 編 新 聞 整 理 の研 究 』47頁
18)す で に過 去 とな っ た 出来 事 に現 在 形 の見 出 し をつ け る こ とは 欧米 の新 聞 で も
広 く見 られ る 。 自然 災 害 や ス ポー ツ記 事,選 挙 速報 に 限 らず 一般 的 な記 事 に








イ チ ロー走 る
の 自民,敗 れる!
⑬ 無党派 とりこむ
㈲ イチ ロー 走 る








伽 先 頭 に 出 る,「 勝 て る」,足 す くわれ る,3人 転 が る… …
(朝 日2002/2/18ソ ル トレー ク五 輪 ・シ ョー ト トラ ック)
⑱ 台風 首 都 圏襲 う(朝 日2000/7/8)
㈲ 山 崩 れ200人 避 難
新 島 落 石 人家 に迫 る(朝 日2000/7/15)
㈲ 刃 物 男,女 性 切 る(日 経2002/2/9)
臨場感を高めるために,過 去の出来事を現在形で表す見出しが存在する
ことを知っていれば,次 のような文章の解釈は極めて容易になる。
㈹ ①留学生だったKさ んからメールがきた。② この春から大阪の
研究機関で働 くことになった,と のこと。③出世である。④僕
世界 の諸宗教,平 和への祈 り(文 字通 りには,平 和 のために祈 る)
最近,日 本語新 聞の スポー ツ欄 の見 出 しには過去形 の 「主 観見 出 し」 が多
い。例 ・駆 け抜 けた 輝いた(シ ドニー五輪,高 橋 尚子 選手のマ ラソ ン報道
朝 日2000/9/25):塚 原落ちた18位(シ ドニー五輪 朝 日2000/9/21)こ
の ような 「主観見 出 し」が堆えてきた背景 にはテ レビの普 及に より,新 聞が
発行 され た時点 で読者が すでに情報 を得 ている こと と関係 がある ように思わ
れ る。現在形 を使用 し臨場感を高 める より,視 聴者 として番組 を見た読者が
そ の とき感 じたであろ う感想や印象 を見出 し作成者 が代 弁 し,そ れ を読者 に











う予備知識があれば,こ の時制の転換が,読 者を筆者の描 く世界 ・時問の
中に引きず りこむ修辞的な技巧だということは,容 易に理解される。








⑧悦ちゃんは車窓に貼 りついて,感 心 している。
(獅子文六 『悦 ちゃん』 より)
⑳に見られるように,日 本語の小説では,過 去時制の流れの中に現在形
が挿入され,交 互にテンスが変わることは頻繁におこるエ9)。客観的に過去
19〉 三上(1972)は 「小 説な どの叙述の文章は性質上過去形が基調 になっている
間へ,主 観的 な現在形が どんどん入 りこんで くる。 いわゆる歴史的現在 に近
い ものだか ら,そ う呼ぶべ きか もしれ ないが,日 本文 ではその使用が非常 に





現在形で過去の出来事を表すこの手法は,英 ・独 ・仏語の文 にも見 られ
る。欧米語の文法では 「歴史的現在」 とか 「劇的現在」 といわれているも
ので,日 本語だけの特徴ではない20)。だが,こ れらの言語 を母国語 とする
学習者でも,自 国語の同様の現象に気づいている者は少ない。
5・3・4ム ー ド
見 出 しを完 全 文 に置 き直 した と き,「 文 末 表 現 を ど うす るか 」 は学 習 者
に とって判 断が むず か しい もので あ る 。不 完 全 文 を完 全 文 の形 に想 定 す る







～ を ・～ を… … に
訴 え ～ よう
～ て ほ しい
～ たい






～ か も しれ ない ・あ りうる
～ だ(例 不 必 要 だ)
～ して い る(例 誕 生 して い る)






く使 われ る。 「ぬ 」 は古 語 「ず 」 の連 体 形,「 ぬ」 が 残 っ た もので あ る。 否
定語 と して 「～ な い」 だ け しか 学 ん で な い学 習 者 に はわ か りに くい 見 出 し
で あ る。
團 絶 え ぬ不 正 に患 者気 づ かず
医療 費 増 大 の 一 因 に(朝 日2000/8/3)
團 対 日不 信 消 し きれ ず(朝 日2002/2/11)
「ぬ」 は 現 在 だ け しか 表 わせ な い が,「 ず 」 は現在 も過 去 も表 わせ る 。
また,形 態 上 は否 定 形 で あ る が ・意 味 上,強 い 断定 や 決 意 を 表 す 「～ な
い」 に は,「 ～ず 」 で な く 「～ ぬ」 が使 わ れ る。
飼 納 税 者 に言 い訳 きか ぬ(朝 日2000/7/30)
8⑤ テ ロか ら3ヶ 月 あの 時,忘 れ ぬ(朝 日2001/12/12)
5・5「 遊び見出し」
見出しの中には,記 者用語で 「遊び見出し」または 「お しゃれ見出 し」
と呼ばれる言葉遊びや文字遊びが見 られるものもある。政治 ・経済面には
あまり現れず,社 会面 ・広告面 ・家庭欄に多い。この言葉遊びがどの程度
読み取れるかは,読 解力を測る尺度となりうる。
5・5・1言 葉 遊 び
5・5・1・1掛 詞
㈲ サ ル 去 る に去 れ ず(朝 日2000/8/1)
何 者 か が橿 をあ け た た め に,「 サ ル」 が 逃 げ 出 した 。 だ が,長 年,飼 育
され て きた サ ル た ち には,外 で の 生 活 は 難 しか っ た よ うで,す ぐ鑑 に戻 っ
た とい う記 事 で あ る。 同音 異 義 語 の 「サ ル(猿)」 と 「去 る」 を並 べ て,
言葉 遊 び を して い る。
鴎 チ ョ コっ とで 済 まぬ"本 物"論 争(朝 日2000/2/11)
バ レン タイ ンデ ー を控 えて ,欧 州 の チ ョコ レー トメ ー カ ー と 日本 の メ ー
カーが,そ の製 造 方 法 をめ ぐ り論 争 して い る こ と を報 道 す る記 事 で あ る 。
一120一
見 出 しの 片仮 名 部 分 「チ ョコ」 は 「チ ョコ レー ト」 と副 詞 「ち ょこ っ と」
の一 部 の 掛 詞 で あ る。
㈲ 救 い の髪(朝 日1998/4/24)
㈲ は,米 国 の美 容 師が,海 に流 出 した原 油 の処 理 に人 の髪 の毛 が 有 効 で
あ る こ とを発 見 した記 事 の見 出 しで あ る。 見 出 しの 「救 い の髪 」 は 「救 い
の神 」 と掛 けた 言葉 遊 び で あ るが,キ リス ト教 圏 か らの学 習者 の方 が 概 し
て この言 葉 遊 び に気 づ きや す い。
5・5・1・2"替 え歌"… … も じ り
⑨① 名 を捨 て て こそ 浮 かぶ 瀬 もあ れ
「短 大 」 消 滅!?
「大学」に呼び方統一(朝 日
私立大学の過半数以上が定員割れになっている現状を踏

























川越保健所による大腸菌0157の 検査 ミスをめ ぐり,回 収命令の対象 と
なったハムを販売 していた大手スーパーが表明 した,損 害賠償請求問題に
ついての見出 しである。「公」の漢字を片仮名の 「ハ」「ム」の組み合わせ
とみなした文字遊びで 「ハム」 と 「公」は白抜 きの文字で他の文字は黒,
目立つようにしてある。


















































































































































































































見出 しの解読方法を,見 出しの省略方法のルールから考察 し,同 時に解




で画面に 「見出 し」があらわれる。見出 しは,推 測の手がか りにはなりえ
ても,そ れだけで本文の全容を明らかにするものではない。あ くまで,本
文の存在を前提 としている。だが,助 詞の省略,名 詞止め ・助詞止めによ
る述部の省略,そ れに伴う不明確なテンス ・ムードヘの対処法,劇 的現在






育,文 法教育,読 解教育,さ らには文章表現教育へ と幅広 く使える教材で
もある。時問的制約が大 きく,社 会性の強い 「見出し」は,そ の性質上問





朝 日新 聞整理部編(1983)『 あなた も編集者』 大阪書籍
熊田 亘(1994)『 新聞の読み方上達法』 ほるぶ 出版
久野 瞳(1978)『 談話の文法』 大修館
(1982)「 談話の構造一 日 ・英語」 『講座 日本語学』12 院書治明
一123一
後藤 利 枝(1999)「 論 説文 の文 章 構 造 と見 出 しの反 復 」
『日本 女 子 大 学 大 学 院 文学 研 究 科 紀 要 』 第5号
佐久 間 まゆ み ・杉 戸 清 樹 ・半 澤 幹 一 編(1997)『 文 章 ・談 話 の し くみ 』 桜 楓 社
新 聞編 集 整 理研 究 会編(1994)『 新 編 新 聞整 理 の 研 究 』 日本 新 聞協 会
菅野 謙(1993)「 マ ス コ ミ言 語 の省 略表 現 」
『日本 語 学 』 明 治書 院,12.34-40頁
高橋 太 郎(1993)「 省 略 に よ って で きた述 語 形 式」
『日本 語 学 』 明 治書 院,12.18-26頁
寺村 秀 夫(1984)「 日本 語 の シ ンタ ク ス と意 味 』Hく ろ しお 出 版
堀内 純 子(1990)「 対 話 にお け る省 略 の 復 元 の ス トラ テ ジ ー」
『文 藝 言 語研 究言 語 篇 』18号 筑 波 大 学
牧野 成 一(1993)「 省 略 の 日英 比 較 一 そ の 引 き込 みの 表 現 効果 一 」
『日本 語 学』 明治 書 院,12.41-49頁
三上 章(1972)『 現代 語 法序 説 』 くろ しお 出版
鷲見 洋一(2000)『 翻訳 仏 文 法 』 上 バ ベ ル プ レス
DUDEN(1973)DasVerb:DieZeit(Tempus),in"DergroBeDudeninzehn
Banden.BandIV"Grammatik,DUDENVERLAG,pp.79-80
一124一
